
平成 23 年 9月 補正予算要求事業調書
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　国民健康保険事業は、国民健康保険法第10条の規定により、保険給付を主とする特定の支出に
保険税と国庫負担金等の特定の収入を充てる特別会計です。一般会計の歳入歳出と区分して独立
した経理を行う会計であり、自己完結するのが基本であるため、繰越金が発生した場合は、不測
の事態に備えて基金に積み立てることが優先されます。
　なお、基金の限度額は保険給付費の20％とされています。

<目的>
　平成22年度繰越金の一部を保険給付費の支払に備えて、保険給付費支払基金積立金へ積立てま
す。

<目標(平成23年度末)>
　保険給付費の3年間の平均の20％が基金残高の限度額(約132億円)です。

<現状(平成22年度末)>
　平成22年度国民健康保険事業特別会計では、
　　歳入総額 104,328,190,421円
　　歳出総額 100,210,940,048円
　　事故繰越 　　　3,370,500円
　　差し引き 　4,113,879,873円 を平成23年度に繰り越しました。
<課題>

　補正予算成立後、速やかに基金へ積立てを行います。
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２　補正予算要求の理由と効果
　繰越金については、決算額確定後に開催される議会において、補正予算とし
て、その一部を積み立てています。

根拠法令等
さいたま市国民健康保険保険給付費支払基金条例
政令市：全市実施
県内他市：全市実施

対象者 さいたま市
　平成22年度分繰越金の一部を保険給付費支払基金へ積み立てることで、国民健
康保険事業特別会計の安定した事業運営に寄与します。

３　補正前予算と補正予算要求の内容 (単位：千円）
区 　分 金　額

<積算内訳>
１　基金運用利子積立金
　　予想元金　2,022,495千円×0.004＝8,090千円

23 ① 財産収入 8,090

<積算内訳>
１　基金運用利子 4,114
２　基金積立金 2,264,087

① 財産収入 4,114
② 一般財源 2,264,087

<査定内容>
9 １　基金運用利子 4,114

２　基金積立金 2,264,087

① 財産収入 4,114
② 一般財源 2,264,087

<査定理由>

<査定内容>
１　基金運用利子 4,114
２　基金積立金 2,264,087

① 財産収入 4,114
② 一般財源 2,264,087

<査定理由>
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財源内訳

　繰越金額の確定に伴い、将来の保険給付費支払金の不足に備える国民健康保険給付費支払基金に
速やかに積み立てを行う必要があると判断し、9月補正予算に計上することとしました。

2,268,201

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、財政局原案のとおりとしまし
た。

2,268,201
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